
市内にお住まいの事業者の皆様へ

カラス対策

ペットが亡くなったときは

ごみ集積所からの持ち去り禁止

ごみを集積所まで持っていけないときは

せ
ら
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お
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事業活動に伴い生じる廃棄物は、産業廃棄物または事業系一般廃棄物に分けられます。
産業廃棄物は、法律により定められた20種類の廃棄物のことを指し、事業系一般廃棄物は、この産業廃棄物以外の廃棄物
（ 例リサイクルできない紙類、落ち葉・草・枝、従業員が飲食したごみ等）のことです。
いずれも家庭ごみ集積所には出せません。事業者自らの責任で適正に処理してください。
店舗兼自宅の場合は、家庭から出たごみに限り、家庭ごみを集積所に出すことができます。

産業廃棄物の場合
産業廃棄物は、クリーンセンターに搬入すること
はできません。県の許可を受けた産業廃棄物処理
業者へ委託し、処理してください。（有料）

問合せ先 一般社団法人 千葉県産業資源循環協会
URL:https://www.chiba-sanpai.or.jp

事業系一般廃棄物の場合
❶習志野市一般廃棄物収集運搬業許可業者に委託する。（有料）
❷クリーンセンターに持ち込み…10kgにつき290円

 （令和7年4月1日から）
問合せ先 クリーン推進課

持ち込みに関すること…TEL 047（451）1793
ごみ分類に関すること…TEL 047（453）5577

ごみを出すことが困難な要介護者及び障がい者を対象に、在
宅での生活を支援するため、ごみの戸口収集を行っています。

対 象 者
❶介護保険の認定（要介護１～５）を受けている方。
❷障がいのある方（障害者手帳を取得している方）のうち
必要と判断した方。
※❶❷に該当しない同居人がいる場合は、対象となりません。

ごみの出し方
ごみは各分類ごと定められたとおり分別し（P2～P9参照）、
決められた日時に、決められた場所へ出してください。
問合せ先 クリーンセンター業務課　TEL 047（453）5374

飼っていた犬や猫、小動物が亡くなったときは、有料で焼却
処理を行っています。クリーンセンターに持ち込みしていた
だくか、市の職員が伺います。
※遺骨はお返しすることはできませんのでご了承ください。

※令和7年4月1日から上記料金になります。

●クリーンセンターに持ち込みした場合…1体=900円　
●職員がご自宅まで取りに伺う場合 ……1体=4,700円

問合せ先 クリーンセンター業務課　TEL 047（453）5374

登録の抹消手続き
市に登録済みの犬が亡くなった場合、登録の抹消が必要で
す。環境政策課までご連絡ください。
問合せ先 環境政策課　TEL 047（453）5579

持ち去りを目撃したら「日時・場所」、「持ち去られたもの」、
「車のナンバーや持ち去り者の特徴」などの情報をお寄せく
ださい。

※危険ですので、不審車両を直接
制止したり、持ち去り者と接触
することはしないでください。

問合せ先 クリーン推進課
TEL 047（453）5577

一般廃棄物収集運
搬業許可業者一覧

カラスにごみを荒らされないよう以下のような対策をお願
いします。
❶ごみ袋の口をしっかり結んで決められた時間帯に出すこと。
❷ごみ袋にネットをしっかりかぶせること。
❸ネットは網目が細かいものを使用すること。
❹カラスの餌となる生ごみを袋の真ん中に寄せて捨てること。

※カラスよけネットは市では配布していま
せん。ネットは、集積所の管理者（町会・
自治会など）で購入をお願いします。

ごみ集積所の管理について

市からのお知らせ

集積所の管理は、「習志野市ごみ集積所の設置等に関す
る取扱要綱」において、「集積所設置を届け出たもの及
び当該ごみ集積所の利用者が共同して自らの責任の下に
行う」としています。以下の点に注意して集積所の管理
をお願いします。
❶決められた集積所だけを利用し、他人の管理する集積所
　にごみを捨てないでください。
❷その日のごみの量や交通事情により収集時間は日々異なりま
　すが、必ず決められた収集日の朝８時までに出してください。
❸決められた分別方法を守ってください。

集積所に不法投棄をされた場合、集積所の利用者・管理者の
責任で処理することになります。不法投棄をされないよう、
日頃から集積所を管理しましょう。　　　

無許可の回収業者を利用しないでください！
家庭ごみの処理に無許可の回収業者を利用して高額な料
金を請求されるトラブルが増えています。また、無料で
回収した品物を不法投棄する例もあります。
　「チラシを配布している」「街中を巡回している」と
いうような無許可の回収業者は利用しないでください。

問合せ先 クリーン推進課
TEL 047（453）5577

環境省サイト
「無許可の回収業者を
利用しないでください」

燃えるごみ　週3回  ・ ・ 曜日
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生 ご み

ビニール・プラスチック 木の枝・竹・草花

食用油等 衛生用品

紙くず・ぼろ布 そ の 他

ゴム・革製品

この冊子は広告協賛をいただいております。広告欄
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みご 量減の に
ご協力ください

●食品ロスを減らしましょう。（P10参照）
●雑がみ（コピー用紙・包装紙など）は資源物で出しましょう。（P10参照）
●買い物の際はマイバッグを利用しましょう。
●食品用白色トレイは公民館などの公共施設で拠点回収を行っています。

生ごみの約８割
が水分です。
十分に水切りを
してください。

灯油ポリタンク
は必ず中身を使
い切り、乾燥さ
せた状態で出し
てください。

資源物とならない紙類、布
類（感熱紙、写真、シュレッ
ダーくず、汚れた衣類、下
着、ぬいぐるみ等）

食用油やエンジンオイルなどの揮発
性が低い油類は古紙や古布にしみこ
ませるか、凝固剤で固めてください。
ガソリンや灯油などの引火性の
ある油は市で収集できません。
（P9参照）

取り外せる金属部分
は 燃えないごみ に、取
り外せないものはそ
のまま 燃えるごみ に
出してください。

木の枝・竹の束は長さ50cm・直径20cm未満に束ねて、ひも
等でしばって出してください。落ち葉は袋に入れてください。

オムツ等は小袋に分けて袋に入
れてください。汚物は感染症等
予防のため、必ず取り除いてト
イレに流してください。

ポリエステル製容器、発泡ス
チロール、カイロ、保冷剤、
ペットトイレ用の砂、ペット
のふん（袋を二重にするな
ど匂わない処置をする）、
CD・DVDなど

50cm未満

20cm
未満

カイロ

45ℓまでのごみ袋に
入らないものは
粗大ごみ
です

地区ごとの収集日を調べて記入しましょう

市指定のごみ袋、または45ℓまでの透明・半透明の袋に入れて、
口をしばって出してください。（品目ごとにしていただく必要はありません）




